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図6－3→2 昭和60年国勢調査速報   

熊
野
町
の
人
口
を
、
安
芸
郡
内
の
他
町
村
と
比
較
す
る
と
、
図
6
－
3
－
2
の
よ
う
 
 

に
、
安
芸
郡
自
体
の
人
口
が
広
島
県
の
六
・
〇
三
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
 
 
 

郡
内
で
は
、
府
中
町
、
海
田
町
に
次
い
で
熊
野
町
は
三
位
で
、
大
正
九
年
当
時
の
江
 
 

田
島
、
音
戸
、
倉
橋
よ
り
も
上
位
と
な
っ
た
。
昭
和
二
十
二
年
当
時
も
大
正
九
年
ご
ろ
 
 

と
あ
ま
り
変
化
が
な
く
、
昭
和
四
十
五
年
ご
ろ
よ
り
、
順
位
の
入
れ
変
わ
り
が
発
生
し
 
 

た
よ
う
で
、
広
島
市
の
都
市
化
の
影
響
力
が
大
き
い
地
域
と
、
そ
う
で
な
い
地
域
の
差
 
 

が
、
現
わ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
 
 

次
に
、
熊
野
町
内
で
の
人
口
分
布
を
み
ょ
う
。
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
 
 
 

人
口
分
布
 
 
五
七
）
の
人
口
総
数
は
九
七
三
〇
人
で
あ
る
が
、
中
溝
が
も
っ
と
も
多
く
 
 

二
五
八
〇
人
で
、
熊
野
町
の
中
心
地
区
と
な
っ
て
い
る
。
次
い
で
萩
原
一
七
〇
三
人
、
 
 

出
来
庭
一
二
九
〇
人
、
城
之
掘
一
二
二
七
人
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
新
宮
九
五
六
人
、
呉
 
 

地
八
〇
一
人
、
初
神
五
五
四
人
、
川
角
三
二
三
人
、
平
谷
二
九
六
人
の
順
で
あ
る
。
 
 
 

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
で
は
、
熊
野
団
地
が
で
き
、
団
地
が
一
地
区
と
し
て
一
 
 

〇
九
〇
人
の
人
口
が
増
え
、
総
数
は
一
万
〇
六
七
四
人
と
な
っ
た
が
、
中
満
、
萩
原
、
 
 

初
神
、
新
宮
は
人
口
が
や
や
減
じ
、
出
来
庭
、
平
谷
な
ど
東
部
の
団
地
周
辺
が
、
ま
た
 
 

広
島
に
近
い
地
区
に
人
口
増
加
が
み
ら
れ
る
。
中
心
集
落
地
区
で
は
人
口
が
減
っ
て
、
 
 

新
興
の
住
宅
地
に
人
口
が
増
え
た
と
い
う
興
味
あ
る
現
象
が
み
ら
れ
る
。
 
 
 

昭
和
四
十
七
年
で
は
、
い
ず
れ
の
地
区
も
人
口
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
新
富
は
な
お
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蓑6－3－4 地区別人口の推移  

各年3月31日現在  

第
三
節
 
地
域
の
変
容
 
 
 

住民基本台帳  

停
滞
気
味
で
あ
る
。
ま
た
、
中
満
な
ど
中
心
集
落
よ
り
も
、
団
地
 
 

の
人
口
が
多
く
な
り
、
五
九
六
〇
人
と
急
増
し
て
い
る
。
し
か
 
 

し
、
申
請
、
萩
原
、
城
之
掘
を
合
す
れ
ば
、
依
然
と
し
て
、
熊
野
 
 

の
中
心
集
落
が
、
人
口
も
、
も
っ
と
も
多
い
。
昭
和
五
十
年
（
一
 
 

九
七
五
）
で
ほ
、
い
ず
れ
の
地
区
も
人
口
が
増
加
し
、
団
地
の
人
 
 

口
も
ほ
ぼ
安
定
し
た
の
か
急
激
な
増
加
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
 
 
 

昭
和
五
十
一
・
五
十
二
年
と
同
様
な
傾
向
が
続
く
が
、
昭
和
五
 
 

十
五
年
で
は
、
地
区
数
が
や
や
増
加
し
た
。
総
人
口
は
二
万
四
二
 
 

五
二
人
で
、
呉
地
や
新
宮
な
ど
中
心
市
街
地
周
辺
に
、
新
し
い
団
 
 

地
が
で
き
て
、
人
口
増
加
が
著
し
い
。
さ
ら
に
、
昭
和
五
十
九
年
 
 

で
は
、
一
様
な
人
口
増
加
が
み
ら
れ
、
地
区
内
で
、
と
く
に
急
速
 
 

に
人
口
が
増
加
し
た
地
区
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
大
規
模
な
 
 

住
宅
団
地
が
開
発
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
 
 

昭
和
四
〇
年
代
の
場
合
 
 

2
 
人
口
動
態
 
 
 

次
に
人
口
動
態
を
み
ょ
う
。
昭
和
由
 
 

十
年
（
一
九
六
五
）
の
人
口
動
態
は
、
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表63－5 地区別人口  

昭和55年国勢調査（広島県安芸郁熊野町）  

第
六
草
 
現
 
 

自 治 会 名  聡世帯数  総 人 口  男  女   

呉  地   617   2，336   1，142   1，194   

出  来  庭   795   2，792   1，348   1，444   

中  湛   836   2，750   1，300   1，450   

城  之  掘   701   2，563   1，254   1，309   

（誠和園・和楽園）   2   91   40   51   

萩  原   812   2，941   1，439   1，502   

初  神   225   804   393   411   

新  宮   405   1，569   757   812   

川  角   210   754   363   391   

平  谷   389   1，424   683   741   

貴  船   1，839   920   919   

東  山   1，409   685   724   

神  

石  神   1，200   585   615   

柿  迫   549                414              田  1，816 254  6，228 863  3，066 427  3，162 436          350                249  917  449  468   
（昭和55年10月1日現在）  
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表6－3－6 地区別人口・世：指数  

（昭和59年3月31日現在）  

第
三
節
 
地
域
の
変
容
 
 
 

住民基本台帳  

表6－3－7 自然増減  出
生
一
四
五
、
死
亡
七
八
で
、
差
引
六
七
人
の
自
然
増
、
 
 

転
入
二
八
三
、
転
出
三
五
四
の
差
引
七
一
人
の
社
会
減
、
 
 

自
然
増
六
七
、
社
会
減
七
一
人
で
、
差
引
合
計
四
名
の
社
 
 

会
減
と
な
り
、
人
口
減
少
で
あ
っ
た
。
 
 
 

こ
う
し
た
傾
向
は
、
昭
和
四
十
三
年
の
県
営
熊
野
団
地
 
 

の
形
成
に
よ
り
、
様
相
が
一
変
す
る
。
自
然
増
滅
ほ
、
出
 
 

生
一
五
四
、
死
亡
九
五
と
、
い
ま
ま
で
と
あ
ま
り
差
は
な
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表6－3－8 人口動態  

第
六
葦
 
現
 
 
 
代
 
 

※自然増加率・社会増加率は人口1，000分比  住民基本台帳  

和
五
十
九
年
で
は
自
然
増
八
九
、
社
会
増
は
僅
か
に
≡
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
交
通
混
雑
の
た
め
、
熊
野
へ
の
住
宅
 
 

立
均
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

こ
う
し
た
傾
向
を
図
化
L
た
も
の
が
、
囲
6
－
 
 
図
化
し
た
も
の
 
 

3
－
3
で
、
転
入
は
昭
和
四
十
四
年
を
ピ
ー
ク
 
 

と
し
て
、
し
だ
い
に
下
降
気
味
で
あ
り
、
転
出
が
し
だ
い
に
多
く
な
 
 

っ
て
、
そ
の
差
が
少
な
く
な
り
、
社
会
増
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
。
 
 

ま
た
自
然
増
も
昭
和
四
十
七
・
四
十
八
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
減
少
 
 
 

い
が
、
転
入
二
〇
六
一
、
転
出
四
六
三
と
社
会
増
滅
が
多
く
な
り
、
 
 

人
の
動
き
が
激
し
く
な
っ
て
、
静
的
な
村
落
社
会
が
、
動
的
な
都
市
 
 

社
会
へ
と
一
変
す
る
端
緒
と
な
っ
た
。
 
 
 

こ
れ
に
よ
り
、
自
然
増
五
九
、
社
会
増
一
五
九
八
人
と
な
り
、
合
 
 

計
一
六
五
七
名
の
増
と
な
っ
た
。
 
 
 

昭
和
四
十
三
年
以
降
、
暦
年
出
生
数
が
死
亡
数
を
上
廻
り
、
転
入
 
 

者
数
が
転
出
者
数
を
上
廻
っ
て
、
自
然
増
、
社
会
増
の
状
態
が
続
い
 
 

て
い
る
。
 
 

昭
和
五
十
年
代
 
 

し
か
し
、
社
会
増
、
自
然
増
と
も
に
、
昭
和
五
 
 

十
四
、
五
十
五
年
ご
ろ
か
ら
減
少
気
味
で
、
昭
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n
の
よ
う
に
な
る
。
 
 
 

昭
和
四
十
五
年
当
時
、
幼
少
人
口
は
三
九
九
四
人
で
、
全
体
の
二
六
・
九
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
生
産
年
齢
人
口
は
九
八
一
九
人
 
 

で
、
全
体
の
六
六
・
〇
％
、
老
齢
人
口
は
一
〇
五
九
人
で
、
全
体
の
七
二
％
で
あ
っ
た
。
 
 

第
三
節
 
地
域
の
変
容
 
 

人
 
5
0
 
 
0
0
 
 

年
齢
別
構
成
 
 ∩

〉
 
 
 
 
 
D
 
 

5
0
 
 
 
D
O
 
 
 

次
に
、
人
口
構
成
の
う
ち
、
年
齢
別
人
口
構
成
を
み
ょ
う
。
五
歳
階
級
別
年
齢
構
成
は
、
蓑
6
－
3
－
1
0
の
よ
う
 
 

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
も
っ
と
要
約
し
て
、
幼
少
年
齢
人
口
、
生
産
年
齢
人
口
、
老
齢
人
口
と
す
る
と
、
表
6
－
3
 
 

3
 
人
口
構
成
 
 

昭和40  45  50  5556575859年  

図6－3－3 要因別人口増減  

り
、
社
会
増
減
で
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
熊
野
町
は
昭
和
五
十
五
年
・
六
 
 

十
年
と
も
社
会
増
と
な
っ
て
い
る
唯
一
の
町
村
で
あ
る
。
府
中
町
は
六
十
年
に
な
 
 

っ
て
増
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
全
体
と
し
て
、
人
口
増
と
な
っ
て
い
る
町
村
 
 

は
、
府
中
、
海
田
、
熊
野
の
三
町
の
み
で
、
ほ
か
は
す
べ
て
五
十
五
年
二
ハ
十
年
 
 

と
も
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。
と
く
に
島
喚
部
は
人
口
減
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
熊
 
 

野
町
も
広
島
市
近
郊
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
交
通
渋
滞
な
ど
マ
イ
ナ
ス
の
要
因
 
 

が
あ
っ
て
も
、
全
体
と
し
て
人
口
増
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

し
、
出
生
、
死
亡
の
差
が
縮
小
し
て
、
自
然
増
も
少
な
く
な
っ
て
き
た
。
 
 

他
町
村
と
の
比
較
 
 

次
に
安
芸
郡
内
の
他
町
村
と
比
校
す
る
と
、
ど
の
よ
う
で
 
 

あ
ろ
う
か
。
安
芸
郡
全
体
で
は
、
出
生
ほ
死
亡
を
上
廻
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表6－3－10 年齢階級別人口（5歳階級）  

第
三
節
 
地
域
の
変
容
 
 
 

国勢調査   

こ
れ
が
、
五
十
年
に
な
る
と
、
幼
少
人
口
三
一
・
〇
 
 

％
、
生
産
年
齢
人
口
六
二
・
四
％
、
老
齢
人
口
六
二
ハ
 
 

％
と
、
幼
少
人
口
が
多
い
こ
と
が
目
立
つ
。
 
 
 

さ
ら
に
、
昭
和
五
十
五
年
に
な
る
と
幼
少
人
口
三
〇
・
 
 

四
％
、
生
産
年
齢
人
口
六
二
・
〇
％
、
老
齢
人
口
七
■
 
 

六
％
と
、
老
齢
人
口
の
比
重
が
や
や
増
加
し
て
い
る
。
 
 
 

さ
ら
竺
ハ
五
歳
以
上
の
人
口
を
幼
少
人
口
数
で
除
 
 

し
、
一
〇
〇
倍
し
た
も
の
を
老
齢
化
指
数
と
い
う
が
、
 
 

こ
れ
を
み
る
と
、
昭
和
五
十
五
年
、
広
島
県
全
体
で
は
 
 

四
三
二
、
安
芸
郡
全
体
で
は
三
八
・
四
、
熊
野
町
ほ
 
 

二
四
・
八
で
老
齢
化
指
数
が
県
平
均
よ
り
は
る
か
に
低
 
 

く
、
ま
た
安
芸
郡
下
で
も
か
な
り
低
い
。
府
中
町
は
二
 
 

三
・
二
、
海
田
町
二
一
・
〇
で
あ
る
が
、
坂
町
五
七
・
 
 

三
、
音
戸
町
六
一
・
四
、
江
田
島
町
六
九
・
五
と
、
島
 
 

喚
部
は
、
か
な
り
高
い
。
 
 
 

年
齢
別
構
成
を
図
化
す
る
と
、
図
6
－
3
1
4
の
よ
 
 

う
に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
塑
で
あ
る
。
○
～
 
 

四
ま
た
は
五
歳
ま
で
の
幼
児
人
口
が
少
な
く
、
ま
た
二
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○
歳
⊥
二
三
歳
ま
で
の
青
年
人
口
も
少
な
い
。
三
五
二
二
」
ハ
歳
か
ら
四
七
・
四
八
歳
ま
で
と
、
そ
の
子
供
た
ち
で
あ
る
九
歳
～
一
 
 

七
二
八
歳
ま
で
が
多
い
わ
け
で
、
四
十
三
年
か
ら
五
二
・
五
三
年
頃
ま
で
の
団
地
造
成
に
よ
る
転
入
人
口
の
増
加
と
一
致
す
る
年
 
 

齢
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

さ
ら
に
、
こ
れ
を
安
芸
郡
下
の
各
町
村
と
比
較
す
る
と
、
国
6
1
3
－
5
の
よ
う
で
、
府
中
、
海
田
の
各
町
は
つ
り
が
ね
型
で
あ
 
 

る
が
、
熊
野
町
の
み
ほ
ひ
ょ
う
た
ん
型
で
、
今
後
も
転
入
な
ど
に
よ
る
人
口
増
加
が
少
な
い
と
、
つ
り
が
ね
型
か
ら
、
さ
ら
に
は
紡
 
 

綾
型
の
、
幼
少
年
人
口
の
少
な
い
、
高
齢
者
の
多
い
地
区
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
し
た
点
か
ら
言
え
ば
、
交
通
条
件
等
を
改
 
 
 

（冥）  ；（女）  

12′548人  13，14B人  

々 7▲ 

． 

十＋十十  

第
六
章
 
現
 
 
 
代
 
 

人
 
歳
 
 

跳
．
4
9
 
 

∴
 
ご
 
 

齢
 
 

障
丁
 
 

粘
臥
 
均
ノ
 
 

総
平
 
 

図6－3→4 人口ピラミッド  

（昭和60年1月1日現在）＊：10人（切上げ）  
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第
三
節
 
地
域
の
変
容
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人口ピラミッドのパターン  

∴＿  
凰6－3－5 人口ピラミッド（昭和61年1月1日現在）   
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表6－3－11年齢3区分人口  

第
六
章
 
現
 
 
 

国勢調査  

表6－3－12 産業（大分腰）別就業者数  

国勢調査  
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善
し
て
、
広
島
市
の
近
郊
に
位
置
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
人
口
増
加
に
努
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
 
 

熊
野
町
人
ロ
の
産
業
別
構
成
を
み
る
と
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
で
は
、
第
一
次
産
業
が
三
九
四
人
で
、
給
 
 

人
で
、
四
三
・
六
％
を
占
め
る
。
こ
の
よ
う
に
産
業
別
人
口
構
成
は
、
完
全
に
都
市
型
で
、
農
村
で
ほ
な
い
。
ま
た
工
業
の
多
い
、
 
 

い
わ
ば
、
工
業
都
市
型
と
も
い
う
べ
き
人
口
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
れ
を
安
芸
郡
下
の
町
村
と
比
較
す
る
と
、
表
6
－
3
－
1
3
の
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
囲
6
－
3
6
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
 
 

み
る
と
、
安
芸
郡
は
広
島
県
の
中
で
も
、
か
な
り
都
市
化
し
た
地
域
で
、
第
一
次
産
業
人
口
比
が
広
島
県
で
は
九
二
二
％
で
あ
る
の
 
 

産
業
別
構
成
 
 

第
三
節
 
地
域
の
変
容
 
 
 

数
の
三
・
八
％
、
第
二
次
産
業
が
五
四
五
六
人
で
全
体
の
五
二
二
ハ
％
を
占
め
、
第
三
次
産
業
人
口
は
四
五
三
一
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に
対
し
、
安
芸
郡
は
七
二
二
％
で
あ
る
。
ま
た
府
中
、
 
 

海
田
・
熊
野
、
坂
は
と
く
に
第
一
産
業
人
口
比
が
少
な
 
 

く
、
い
ず
れ
も
四
％
以
下
で
あ
る
。
 
 
 

第
二
次
産
業
人
口
比
は
、
広
島
県
平
均
で
、
三
五
・
 
 

四
％
で
あ
り
、
安
芸
郡
の
そ
れ
ほ
、
県
平
均
を
や
や
上
 
 

廻
る
三
八
・
二
％
で
あ
る
。
府
中
、
海
田
、
熊
野
は
県
 
 

平
均
、
安
芸
郡
の
平
均
を
上
廻
る
が
、
と
く
に
熊
野
が
 
 

高
く
、
五
二
・
六
％
を
占
め
、
筆
の
町
熊
野
の
性
格
を
 
 

よ
く
示
し
て
い
る
。
 
 
 

第
三
次
産
業
人
口
比
は
、
県
平
均
が
五
五
・
三
％
 
 

で
、
安
芸
郡
の
そ
れ
は
五
四
・
五
％
で
あ
る
。
県
平
均
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表
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柑
 
産
業
別
就
業
者
数
 
 

単
位
‥
人
 
 

昭
和
5
5
年
国
勢
調
香
 
 
 



を
も
や
や
下
廻
り
、
工
業
に
特
化
し
た
地
域
の
性
格
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
熊
野
は
郡
平
均
を
も
下
廻
る
四
三
二
ハ
％
で
、
府
中
町
 
 

の
六
〇
二
二
％
に
比
べ
て
も
、
や
や
第
三
次
産
業
人
口
が
少
な
い
。
 
 
 

さ
ら
に
こ
れ
を
経
年
別
、
年
次
変
化
別
に
み
る
と
、
熊
野
町
の
場
合
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
で
は
、
総
数
四
四
三
〇
人
、
 
 

そ
の
う
ち
第
一
次
産
業
ほ
二
二
四
二
人
で
、
全
体
の
五
〇
・
六
％
を
占
め
て
い
る
。
第
二
次
産
業
人
口
は
一
四
一
六
人
で
、
全
体
の
 
 

三
二
・
〇
％
を
占
め
、
第
三
次
産
業
人
口
は
七
七
二
人
で
、
全
体
の
一
七
・
四
％
を
占
め
、
完
全
に
農
村
型
で
、
そ
れ
に
家
内
工
業
 
 

の
加
わ
っ
た
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
。
 
 

昭和25  30  35  40  45  50  55年  

※第1次産業＝農業 林業・狩猟業 漁業・水産養殖業   
節2次産業＝鉱業 建設業 製造業   
第3次産業：卸売業・小売業 金融・保険業 不動産  

業 運輸・通信業 電気・ガス・水道・  
熱供給業 サービス業 公務  

図6【3・一7 統計で見る熊野町  

表6【3－14  

一
〇
年
後
の
昭
和
三
十
五
年
を
み
る
と
、
第
一
次
が
一
四
三
 
 

七
人
で
、
八
〇
五
人
減
り
、
全
体
の
二
八
・
〇
％
に
低
下
し
 
 

た
。
一
方
、
第
二
次
産
業
 
 

は
二
七
二
〇
人
と
、
昭
和
 
 

二
十
五
年
当
時
よ
り
一
三
 
 

〇
四
人
も
増
加
し
、
人
口
 
 

比
は
五
三
・
〇
％
に
上
昇
 
 

し
て
い
る
。
第
三
次
産
業
 
 

人
口
は
九
七
五
人
で
、
二
 
 

〇
三
人
の
増
加
で
あ
り
、
 
 

人
口
比
は
一
九
・
〇
％
で
 
 
 

や
や
増
加
し
て
い
る
。
さ
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表6－3－15 産業（大分類）別就業者数  

昭和25年 】 昭和30年  昭和35年  
産  業  

第
六
牽
 
硯
 
 

総数1（うち）郵総数（うち）男  総数L（うち）男  

総  数   
農  業   
林業・狩猟業   
漁業水産養殖業   
鉱  業   
建  設  業   
製  造  業   
卸売業小売業   
金融保険不動産業   
運 輸 通 信 業   
電気・ガス水道業   
サ ー ビ ス 業   

公  務   
分 ≡頃 不 能  

昭和50年  昭和40年  昭和45年  
産  業  

総数1（うち）男  総数l（うち）男  （うち）男  

総  数   
農  業   
林業・狩猟禁   
漁業水産養殖業   
鉱  業   
建  設  業   
製  造  業   
卸売業小売業   
金融保険不動産業   
運 輸 通 信 業   
電気・ガス水道業   
サ ー ビ ス 業   
公  務   
分 芙戻 不 能  

国勢調査  
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な
ど
零
細
な
地
場
産
業
と
農
業
以
外
に
近
代
工
業
の
立
地
も
な
く
、
農
村
的
状
況
が
続
い
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

戦
後
、
農
村
へ
帰
郷
す
る
人
が
多
く
な
り
、
人
口
も
九
三
〇
〇
人
台
へ
と
大
き
く
増
加
し
た
。
や
が
て
四
十
三
年
頃
よ
り
、
広
島
 
 

市
の
都
市
化
の
影
響
が
及
ん
で
き
て
、
人
口
は
一
万
四
〇
〇
〇
人
、
さ
ら
に
五
十
年
に
は
二
万
人
、
五
十
五
年
に
は
二
万
四
〇
〇
〇
 
 

人
と
急
速
に
増
加
し
て
い
る
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
増
加
率
も
、
昭
和
二
十
二
年
（
完
四
七
）
の
帰
村
者
の
ひ
じ
ょ
う
に
多
か
っ
た
時
期
の
二
〇
・
八
％
を
除
い
て
、
 
 

そ
の
後
は
二
・
一
％
あ
る
い
は
〇
・
七
考
さ
ら
に
は
マ
イ
ナ
ス
〇
・
七
％
、
一
二
ハ
％
な
ど
の
時
期
を
経
て
、
昭
和
四
十
三
年
 
 

（
完
六
八
）
県
営
熊
野
団
地
が
で
き
て
か
ら
急
速
に
人
口
が
増
え
、
五
八
・
六
考
三
八
・
四
％
と
急
激
な
増
加
率
で
あ
る
。
た
 
 

だ
、
五
十
年
以
降
、
交
通
麻
痺
の
影
響
も
あ
っ
て
、
熊
野
方
面
の
人
口
の
伸
び
は
、
や
や
停
滞
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
増
加
を
受
け
て
、
人
口
暫
度
も
高
く
な
り
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
四
十
年
に
か
け
て
、
一
平
方
キ
ロ
当
た
り
二
〇
〇
人
 
 

第
三
節
 
地
域
の
変
容
 
 

概
要
 
 
熊
野
町
の
人
口
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
近
代
の
項
で
も
み
た
が
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
か
ら
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
 
 

ま
で
二
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
、
人
口
は
七
〇
〇
〇
人
台
で
、
あ
ま
り
急
速
な
増
加
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
撃
作
り
 
 

第
三
節
 
地
域
の
変
容
 
 

一
 
人
 
 

1
 
人
口
の
推
移
 
 

口
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蓑6→3－1 人口と世帯数の推移  毎年4月1日現在  
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住民基本台帳  
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蓑6－3－2 国勢調査人口・世帯数  

第
三
節
 
地
域
の
変
容
 
 
 

人
、
七
〓
ニ
人
と
、
こ
れ
ま
た
急
激
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
 
 

一
世
帯
当
た
り
人
口
は
、
昭
和
四
十
三
年
ご
ろ
ま
で
、
四
人
台
 
 

で
あ
っ
た
が
、
四
十
四
年
か
ら
三
人
台
と
な
り
、
三
・
四
か
ら
 
 

三
・
三
人
台
と
な
り
、
核
家
族
化
す
る
と
と
も
に
、
都
市
化
の
影
 
 

響
も
強
く
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
 
 

台
で
あ
っ
た
も
の
が
、
 
 

人
・
せ
帯
数
 
 

15－000  

rO．008  

5′000  

0  

四
十
五
年
以
降
、
四
三
八
人
、
六
〇
六
 
 

大正9昭和51015 22 25 30 35 40 45 50 55年  

圃6－3－1国勢調査人口・世帯数  

5β7  



」当    落  Lヨ 瑚 ≧詫  L雪 口 前  」雪 8 豆l  雪空 ヒ‖ y什   
「司  

〉一種    〉－  ＞「享    〉←  〉←「亭    ＞  ＞指≡   ／－  ＞「キ    ン   
琶」                                         望可り寸湘云  忠司ヰ嬉掬崇  望胡叶雄沃  忠魂沖洲ヨ  ヨ都舟淵崇   
群ヒ坪  辞  準鮮    具学  欝‡撃    ゞ寿  顆ヒ詳    辞  準弊    腎  

〉＋  

Fl  
一軒  

11  〉十  巴  串  

囲  
占音 営  

」  
世  
占ヨ ∴  
」廿   

→ ロゝ  uIUr  く刀 ∪、  

盃l畠竜竜  岳l真幸盲  芸l毒蜃竜  岳云重宝  E∃ 11T  
岳1竜宮壱  

占ヨ 闘  
†  寸  

璧 E5  

項†   

＋ 十  

ヰ†  
含  
舟  

∴  
中  
畠  
措  
寸†  
三三  
陣  
品  
吊  

u．箋、  しト】至  
川▲lけ  

第
六
章
 
現
 
 

代
 
 
 

謝
の
－
∽
－
山
 
固
世
慧
掛
＞
コ
・
侍
事
輝
（
冠
者
苦
個
－
○
適
－
Ⅱ
晶
韓
日
h
か
）
 
 



雪蒜  L当 こ宣 議‡  し雪空謝」  ．誓 言蒜lゆ  」当 ¶l叫キ  」雪且PU］声   

州空  ＞－「車    ＞  ＞「存    〉－  ＞－「牛   ＞  ＞痔    ＞  ：ン「キ    ン  HII  

空蟹玉占 ＞」ゆ  崇牽け目地誓  空事けぃ淵崇  ・巳朝ヰ胴長 田平  望訓暗部膏  霊魂沖洲崇   
［］L此  辞静    誓ギ  モ浮？ギ    ～等  尊号芽    等等  pギ浄    罪  封≡塁≡    て等  

U N ■ゝ  

〔⊃ ： ○〉 － J  

⊃  斗 ネ∵  ・ ・≦  
．  ＿  

八｝ も＼】  

u  ゝ さ．お  

：  

（こ刀  ・」 しD の  

≡当意毒  ＿ 妻．彗．．  喜1ま竜竜  云l竜蜃竜  盃裏垂竜  

P ∫0 ざ1  

亜 

埜
臣
‖
＞
ノ
種
郵
 
 

第
三
節
 
地
域
の
変
容
 
 
 

＞
□
仙
即
㌍
‥
汁
同
心
♯
＞
□
讐
8
什
「
符
鈎
回
肇
盟
掛
3
＞
口
前
弾
 
 


